青山荘　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　　横山　耕生　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和51年10月4日生（29歳）

	
	〒033－0012　住　所　三沢市桜町3-1-21　桜町団地212　　電話　0176－57－5053

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	肝機能障害

	
	発症時期
	２1歳頃
	罹 患 期 間
	約　8年　

	
	入院回数
	　　3回
	延べ入院年数
	　　　　　約3年6ヶ月

	医療機関
	　青南病院（　主治医　川端Dr.　）
	外来受診日
	火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　社保（家族）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	年　　金
	有・無　（障害基礎年金2級　月額　約6万5千円　）　重度医療（無）

	 入所年月日
	H18年1月31日
	身長
	179ｃｍ
	体重
	72kg

	最終学歴
	横浜市立大学　中退
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	新聞配達・パチンコ店等のアルバイト（いずれも短期間）

	保　護　者
	氏　名　横山　登志子　様　　　　　　　　　続柄　母　　　（同居　・否）

	長期目標

身の回りのことを一人でやれるようになり、自宅で家族と一緒に暮らす。

	入院・治療歴　　平成10年6月～平成10年7月　入院　長野県　栗田病院

平成10年7月～平成14年5月　通院　　　同上

平成14年5月～平成15年5月　入院　　　同上

平成15年5月～平成15年7月　通院　　青南病院

平成15年7月～平成18年1月　入院　　青南病院

	生活歴

神奈川県にて出生。大学入学後より、幻聴・昼夜逆転・被毒妄想・自殺企図・暴力行為出現し、大学を中退。栗田病院へ入院となる。退院後は通院治療を継続しアルバイトを週1回行っていた。その後、父親の宗教の関係で断薬し入院。H13年、父母の離婚により母に引き取られ三沢市へ転居する。H14年4月頃よりパチスロに没頭し同時期より不眠・過食・抑うつ状態が出現。同年7月頃より、幻聴・興奮・昼夜逆転・暴言があり青南病院入院となる。
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家族構成　

	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

　父母は離婚し、母と妹は三沢市、上の妹は千葉県に住んでいる。父は長野県で飲食店を経営、本人はしばしば電話連絡をしている様子。

　母は、精神科の看護師をしており、病気に対しての理解もあり協力的である。本人の医療費の借金もあり、経済的には余裕が無い様子。



青山荘　施設処遇会議①

平成　18　年　5 月 8 日　（月）

	氏　名
	横山　耕生　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和51年10月4日（ 29歳）


	問題点
	介入方法

	1 些細な事で不安が高まり本人の言う「発作」（動悸・手の震え・息苦しさ・恐怖感等）があり、物事への取り組みが消極的または拒否的である。

（荘内プログラム・デイケア通所・外出等）
	· 新しく行う事や人が多く集まる場所での活動は不安感（動悸・震え・恐怖感）があり、取り組めない事が多い。職員が付き添い、繰り返し行い慣れる事が必要。

· 面談し、どうしてそれが必要なのか説明し目的を持つ。本人と目標を立て促しながら取り組む事を繰り返す。出来た事は評価し、自信につなげる。

1 プログラム→本人に必要である内容や取り組みや　　

すいプログラムを組み、職員も促しを行う。拒否がある場合は話を聞く。

2 デイケア通所→職員同行、体験利用を徐々に増や　

し、デイケアの場に慣れる。

③　外出→青山荘近辺から、徐々に距離を伸ばし活動距離を広げていく。


	これまでの経過（最終評価日　H　18　年　4　月　10　日）

	入所時より、不安感や恐怖感を訴え（特に夕～夜間）日常生活にも支障をきたす事が見られていたが、主治医と相談し、服薬調整と青山荘での生活に慣れた事から徐々に不安感は軽減している。青山荘での目標としては、

1 生活リズムの定着のため、起床時間と消灯時間の徹底と日中のプログラム参加

2 起床して洗面・髭剃りを行う

3 デイケアの体験利用

を挙げ、声がけや面談を行いながら支援を行っている。現在までの経過としては、

1 は自分で起床することは難しい為、職員が声がけを行い起床。プログラムは体調によって拒否もあるが、促しや会話を行い入所時に比べると自ら参加する事が増えている。

2 については、朝のうちに出来ていない事がほとんどであるが、職員の促しによって行う。

3 については、何度か体験利用を行うが、不安感により「具合が悪い」と途中で退席している。居れる時間は、その日の体調にもよるが始め５分程度だったが３０分程度と徐々に伸びている。

体調や気分にも左右される事が多いが、促しによりプログラムには参加し、日中横になっている事は少なくなっている。理解力もあり、何度かやってみることで要領は得る事が可能。発作が起こるという恐怖感が、日常生活の活動を妨げている為、訴えを聞きながら必要性について説明し促しを続ける事が必要。


プラン計画者　氏名：　佐々木　優佳　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室
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